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動物と私

カナダの自然と動物

黒田尚嗣

パンクーパーから束へ約400km、北のオカナガン湖

と南のスカハ湖にはさまれたリゾー卜タウンである

ペンティクトンは、ま だ日本の人々にはなじみが薄

いようです。 しかし、この｛初田平の凹Iはカナダ、アメ

リカの人身には四季を通じてのバケーシ ョン ・ラン

ドとして有名で、郊外には広大な果樹園がひらけ、

またレクリェーション基I也としてもにぎわっていま

すロ

オカナガン ・ゲーム ・ファームはこのJHJのはずれ

にある動物園で、カナディアン ・ロッキーに生息す

る動物をま長めであることで有名です。 私が初めてこ

の動物園を訪れたのは昭和54年の夏でした。ガイ ド

のHoward君に案内され、圏内を車で一周すると、こ

こは動物園ではなく、人間と動物と自然とが制和 し

た楽闘のように感じられました。実際、カナダの英

語の辞書にはzooが「野生動物を保護し兄せる場所」

と定義されているのに対し、 farmは 「動物や作物を
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育てるのに使用される土地家屋J と定義されてお、り、

辞筈の意味からして動物園と異なってい ます。

ムース、エル夕、ロyキー・ マウンテン ・ゴー ト

などのカナデイアン ・ロyキーの動物だけでなく 、

今ではアフリカでも数少ないシロサイやエランドが

直に比られることもこのゲ ム ・77 ムの魅力の

一つでしょう。

アフリカの野生動物と迷って、車から降りて近づ

いても危険はなく、むしろ彼らの方から親しみをも

って近づいてきます。それも変に人間に慣れている

とか、宣言lわ＊＇－ているというイメ ージはなく 、ごく自

然に感じられるものです。すなわち、ここでは自然 F、
の真の美しさを見ることができます。 1 

そもそもカナデイアン ・ロyキーは、毎年多くの書且

光客が訪れているにもかかわらず、どうしてこのよ

うに美しい自然が失われないのでしょうか。

聞くところによると、カナダの国立公園には有名

な標語があり、 皆がそれを守っているからだそうで

す。その標語は“Takeonly memories and leave only 

footprints.”で意味は「待ち帰るのは思い出だけに

しなさい。また残していくものは足跡だけにしなさ

い」 ということです。すなわち、草花を持ち帰った

り、ゴミ等を放置するなということでしょう。

自然はすばらし p。大自然は厳しく恐ろしいが、

人聞がそれに気がついた時、それは限りをく優しいo

[IJJ午勿たちも、人間がかれらをなかまだと思ったH寺、

かれらも容れてくれる。

私は日本にもオカナカ、ン ・ゲーム ・ファームのよ

うな動物園ができることを望んでいます。そのため

に、私達は動物を愛ーすると共に、カナタの標語を頭

に入れて自然保護にも努力すべきだと思います。

（阪急交通社ツア コンダク ター）

表紙の写真説明

“へラサギ”

へラサギはその名の通りへラのような奇妙な

鳴が特徴です。日本にも冬鳥と して渡来します

が、当園では北国の水禽放養舎で、飼われていま

す。 （撮影：大里子尊信）
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I “ラ マ誕生” ~ 
I 問 18日、ラマにオスの赤ん坊がうまれました。母親の i
iマリーにと っては 2産目、動物園にとっては 6頭目のラマ ；
1の子です。 （撮影 ：長瀬健 二 郎） i 
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動扮圏グラフ
“1980年生まれの動物達”
今年も数多くの動物が誕生しました。その

中から主な誕生動物をグラフで特集してみま

した。 （詳細は本号「動物園この 1年をふり

かえって」 P8参照） （撮影：宮下 実）

① ホリビアリスザル

st親は3回目の出産です。

10・11月の動物園日記
10 I 25. スーティーマンガベイの雌が左足を骨折し

たので治療しました。

26. 今年繁殖したアカハシリュウキュウガモを

フライングケージに展示するため見合を始

めました。

28. チャムネシャツケイ、ミカドキジなど 6種

7羽のキジ類の寄贈がありました。

30. ソデグロパトが感染症のため死亡しました。

31. I境を折ったタンチョウ 2羽を放養舎に移動

4 

しました。

オオハゲコウをツル舎に展示しました。

11 I 2. ジャングルキャγ トの子供が首捻転のため
入院しました。

3. 7 レーパクの緩が急死しました。

秋の動物祭が終了しました。

4. 1ヶ月余り前から治療を続けていたタンチ

ョウの雛がアスペルギルス症のため死亡し

ました。

7. ミカドキジの雄が気袋炎のため死亡しました。

8.アカカンガルーの治療を続けています。

) 

⑤ 歩ンチョウ（5月28日誕生）

5年連続して繁殖に成功しま し
たが、 2羽ふ化した内、 1羽は
惜しくも死亡しました。

今年初めてのオオミズナギ ドリの保護があ

りました。

山羊と緬羊の削蹄をしました。

11. 先日角を折ったパ パリーシープの折損部

の洗j争をしました。

12. ジャングルキャ y 卜の子供が退院しました。

14.ベンガルワ シミミズクが肝壊死のため死亡

しました。

人工哨乳中のニホンザルの“優美”が下痢

をしているので治療しました。

コウノ卜リ舎の建設が始まりました。

5 

⑥ シュパシコウ（5月誕生）

毎年繁殖を続けていますが、今
年も 2巣で 3羽誕生しました。

・． －. . 
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① ベニジュケイ（6月誕生）

昨年に続き、 今年も 4羽ふ化、
成育しました。

17. 昨年生まれたカパの “ジュン”が出国しま

した。

18. ラマの子が1頭生まれました。

19. メガネカイマンが衰弱のため死亡 しました。

20.キジ類にニューカァスル病のワクチンを接

種しま した。

大阪府立盲学校の子供たちが6人来園し、

トカラヤギなどに触って動物の勉強をしま

した。

21. ゴリラの“ゴロー”が風邪気味で下痢をし

ているので薬を飲ませました。



「ユリ子さんの輸送と象使い役の私」
相手の北庄司さんも、前月に 1頭世話したばかり

「石川さん、象使い役の責任ですよ。ひとつ頑

張って、 自分の手で糞を抜きと ってやったらどうで

すか」 といとも簡単にいってくれる。これは、えら

ず、”あ・元気にね.＇＂歓送のなI味で雌んに予をf辰ったり 、

（勿論タイ 語）と笑みをたたえながらいってく れま
なので 「難かしいな、雑かしいな」といわれました

が、それで・もあちこちのルー トをJ盈じて、いろいろ

夫賀多l
 
l
 
j
 した。

いことにな ったと内心ピγクリ仰天しましたが、 先

る方が賢いと気を取り直し、早速道文作成にかかる。

幸い、 当時の園長の寺内 さんから返事があり、「そ

れほど心配しな くてもよし、。そんな簡単に死ぬもの

ではなL、。餌だけは、もうやらないようにしてほし

ありませんか。こ ちらの苦労も知らずにと聞いた口

がふさがり ませんでしたが、よくぞすでに船に乗 り

あなたを船で大

い。船は大阪に着く前に神戸港に寄る筈だから、専

門の獣医を神戸に差し向けるようにする」といって

来たのであります。船員連ともども、一安心しまし

こんで しまって、出発寸前であったものだと、ひそ

かにホ ッとしました。そして「象積込み完了。もう

直 ぐにti＇，航の鐙がなる。残念．り という電報を二It庄

司さんに打ってもらいました。いやはや全く漫u目的

ずは天王寺動物園の方に電事12を打ってお伺いをたて

喜びの気持 ちとl己Jn寺にやれやれといった気待ちで

やっとチ象ともども乗船することができました。

ところが、 篤 くべし ／ 船に「象はでかした。で

きれば虎を 1頭頼む」とい う電報が届いているでは

あシンド。これで肩の荷が下り ました」と北庄司さ

あ、さあ、これからカどI忙ししミ。 2、

艦を造らんならんし、船中10日間の鍔を用意せんな

らん。石川はん、象使いは雇うかどうしはります？ J，...、；

と骨をナ斤ってく れました。

たしか一週間ぐらい縫った時に、息せき切って、

「石川はん、やっとうまくいきました。生まれて半

年の子象やが、 春子といいコンビになり まっせ。あ

んが何よ りの話を聞かせて くれました。そして「さ

3日のうちに象

「ユリ子さん、

昔々、タイ国の

ノ〈ンコ yクより

阪まで私が連れ

てきたこと をj低

えていますか。

生まれて約半

石

年の、それはそ
日～。

たしか、それから一両日して神戸港に無事到者し

ました。約束通り、寺内園長さん他2、 3人の専門

家が来てお・られ、 早速象の体調を診ていたどき、適

宜の処置をしてもらいました。

これで、象使いの役から完全に解放されました。

翠 6「I5日、大阪港に入港、 そしてT・象は直ちに

天王寺動物園へ。 しばら くたって、ユリチと命名さ

れま した。先者の春子の妹ができたわけであります。

f:L、は31年余り、大阪市役所に勤めさせていただき

ましたが、私の役所に対するH日；一段高の貢献は、こ

の象輸送の仕事だったと確信しております。

近 く久しぶりに御対面しよ うと考えてお・ります。

ユ リ子ーさんの長寿を祈りつつ掛i鐙するこ とにしま

でありました。

と独りごとのようにいわれました。

早速、 うれしさで胸を どきどきさせながら、 役所

の方へ「象OK、象［史い頗む」という電報を打ちま

した。これに対し、 「それはご苦労。象使いの件に

ついてはお前が頑張って、その役目をして くれるよ

れは可愛い子象でしたよ。娘や息子の幼ない時、よ

〈天王寺の動物園に行って、あなたと対面させま し

たが、キャア、キャアと喜んだものです。市役所時

代のうちで、あなたとの出会いが一番印象深いです。」

実は、昭和25年 5月4目、 東西汽船KK （当時の

大阪商船KKの子会社）の第5東西丸のパーサ一見 うに」と いう文面であります。

これはえ らいことになったと思いましたが、直ぐ

に茶目っ気が出てきて、一丁象使いよろしくやるか

タイ国の首都パンコッ習いとして、門司で乗船し、

大阪での歓迎の人だか •J

H寺は5月の下旬、 燦燦と縄iく太陽、紺碧のiii止。甲

板では、船員達が子象にたわむれながら、さかんに

餌をやっている。どうしでも可愛さのあまり、 自iiを

と決心しました。そこで「保険だけでも」と問合せ

ると「保険は春子の経験に鑑み、かける必要なし。

心配しなくてもし川、 10日間ぐらいだから大丈夫」

という返事。当時の役所のお偉ら方は、冷静そのも

のと いうか、勘定高いというか、はっきりしたもの

であります。

クに向かいました。

恐 らく、大阪市役所の海外出張第 1号だったと思

います。昭和25年 5月といえば、私が大阪市経済局

の貿易諜に入れてもらってやっと1年半ぐらいたっ

や りすぎて閑る。特に甲板に積んである仰子の茎は

灼熱の太陽の下、

たばかりの頃であります。

ある時、当時の梨本助役と工藤貿易課長に呼ばれ

す。どんどん水分をな くし乾燥するこ

ると、 「こんど、商船系のタイ米輸送の船に、仮り

の船員として乗りこんで、象をもらって来てくれな

と甚だしく 仰のmをなさないものが日 1日と噌えて
北庄司さんのお世話で象の櫨もできよ り、 10日分

くる。到着までもつかしらと、そればかりが気にな

リンゴ、粉ミルクも大量に用の餌と して神子の茎、

意されました。I頭では淋しいから、春

しミか。

春子が既に来ているが、
る。象はリンゴとミルク が好きで、目 を細めて口に

持ってし、く。そんな機嫌のいい時に、度身子象の背

中に乗 るa Mi↑夫、痛快／ それでも夜、海が荒れる

いよいよ出航の日が来ました。パンコ ックの近郊

から艦に入れられた子象と一緒にトラ ックに乗って

港に向いました。パンコック市民の人達の対日感情

子をく れた北庄司さん（大阪ゆかりの日夕イ貿易尚）

に、もう一度ねだってくれないか。 しかし、役所の

出張名目は、パンつック市場調査とい うことにする

と大変だ。こ ちらのJI友にしみわたるような大きな声

を出 して咽I略する。身体はまだ小 さいが、ビ yクリ

は非常によいので、途中街々で通りがかりの人達が、

~ 1’「Eブ一一「F 一理 一 _,,,_ 

。
ー，J ’ ー同， ・ 4 、一

現在のユリ子｛左端）、中央はラニ一博子、
右端は春子。

するような声である。

さて、だんだんと象仰いの役にも慣れ、少し白白

く な っ てき たl時分、台i~ iliJ'~火に さしかかるにと に な

る。ところで急にチ象はグッタ リとなって、f11Jか苦

しそう に稔り出す。どうもあまりill｛を食いすきAて、

焚詰まりになったようである。そうなる と船員連は
（大阪地下街株式会社取締役社長）

から、そのつもりで」との御託宣。

これは大変なことになったと思いましたが、 「諭

言汗の如し」というわけで、否応なしに引受けざる

を得なくなりました。

片道10日間、何とか目的地パンコッ クに着くこと

ができました。

いわれたように、市場調査の方はそこそこに、簡

． 

（前大阪市助役

7 

1見金なもので、自分等が食わせすぎたにもかかわら甲板上のユリ子

6 

単に済ませ、”象もら＂＂の 仕事に精を出して取りか

かりました。



動物園この1年をふりかえって
激動、混迷の1980年代への突入といわれたこの年、天王寺動物園の

動物迷にどのような変化が起ったかふりかえってみましょう。

1.新 しく入国した動物達
1月22日、鼻先が白く毛並みの美しいハナジロゲ

ノン （写真①）の 1種、アカオザル4頭が入国

しました。

1月29日、繁殖を図るためオオサイチョウをさら
にもう 1番人れました。

2月8目、キングペンギンが3羽入国しました。

これでキングペンギンが計4羽となり大変にきー
やかで、ペンギン放飼場も見ごたえのあるもの

となりました。

2月15日、 色彩豊かなカリフォルニアキングへピ、

キイロネズミヘピ、ゴッフアースネークが入国

しました。

4月21日、キリ がなくなってさひ‘しくなったキ

リン舎にみさき公閣から紋椛もあざやかな 1才

7ヵ月のキ リンのさき子ちゃんがやってき まし

た。 （写真②）

5月26日、ジエンツーペンギンが2羽入園し、こ
れでペンギン放飼場は7種目羽の大世帯となり

ました。 （写真③）

6月22Fl、1入者のノfタスザルのオスにメスのお

l成さんがやってき ました。心配もよそにすぐ｛中

良くなり 2世誕生がたのしみです。

7月21」、重症l目としては大型で足が長くスマー

卜でウサギのようなマーラ（写真④）が3煩入

国しました。

9月28日、ウチワキジ、サンジャク、アオエリル

リサンジャ夕、ネズ ミツノfメチドリ、イ ンドト

サカゲリなどが多数入国し、小鳥の家・がひとき

わにぎやかになりました。

10月10日、セイランの若夫婦があ・目見え、元から

いたオスはひとまず静袋、新旧交代 して二 世誕

生が待ち望まれます。

2.今年生れの動物達
1月31目、ラマ夫婦に母親そっくりの純白のオス

の赤ちゃんが生れました。

2月10日、キヨンにメスの赤ちゃんが生れました。

3月8日、コヨーテに 6頭の赤ちゃんが生れまし

一，』。
ノfーパリ ーシープが3月10日～4月1日にかけ

4頭生れました。

4月 2El、フンボルトペンギンが2羽ふ化しまし
日～。
5月25日と28日にタンチョウのヒナがふ化しまし

た。今年ても5年連続で9羽がかえりタンチョウ
家族はこれで11羽となりました。

カリフォルニアアシカが6月3日、 9日、 22日

と3頭生れ、これでアシカ家族は10頭になりま
した。 （写真⑤）

6月3日、フサオマキザルにオスの赤ちゃん誕生
6月14日、ブラックパックにオスの赤ちゃん誕生。

レアが6月～8月にかけ8卵産卵し、 5羽ふ化
しましたが現在2羽がすくすく育っています。
7月15日、ライオンの赤ちゃんが運動場で4頭生

れましたが翌16日にうち 1頭が他のメスライオ

ンにいたずらで堀に務され、おぼれていたのを

網で救い動物病院ですぐさま手当をしました。

幸い命をとりとめ、現在 4頭共元気で、仲良 くく

らしています。

7月25日、 大型の醤幽目の仲間であるパカに赤ち

ゃんが生れました。これは日本では初めでの繁

殖です。ムーミンと名付けられ、母親とそっく

りの可妥ーいい赤ちゃんです。 （写真⑥）

アカハシリュウキュウガモが7)=j 29日、 8)=J30 

日、 9月1日とふ化しました。これも口木で宇刀

めての繁殖です。 （写真⑦）

9月11日、キヨンにオスの赤ち ゃんが生れました。

母親は 8産目、今年2回のおめでたです。

9月12日、 トラ夫婦に2頭の赤ちゃんが生れまし
たが残念なことに25LI目に死亡しました。
11月18目、ラマにオスの赤ちゃんが生れました。

今年1月に続き 2度のおめでたです。
3.いただいた動物、保護収容した動物達

1月10日、コミミズクが保護されました。

3月1円、マレージャコウネコのメスの寄贈があ

りました。

3月16日、アオノ〈トσ〉オスカ｛I：栄吉IJiさhました。
3月20日、兵庫県で小型のタカの一種でゐるツミ
が保護され、現在も元気で、展示されています。

3月22日、アカゲザルのオスが寄贈されました。
4月8目、福防l県で保護されたフクロウが持込ま
れ、現在、展示 しています。

4月18Fl、ヤマ シギが保護されましたが数日後死

亡しました。

4月22日、 カケスが保護され、展示しました。

5 )=j 12日、 24日の両日にアオパズクが各 1羽保護

され、 うち 1羽を展示しました。

5月21LI 、オ シドリのオス カ｛ f呆~IM さ ~1. ました。

6月8El、奈良県で保護されたカ イツプリが持込
まれ、展示しましたが3ヵ月後に死亡しました。
6月14日、 ハコガメが2種類寄贈されま した。

7月8日、 カルガモのヒナが5羽保護され、うち

4羽が元気に育ち、白木庭園で展示しています。

7月19日、 コ ーサギ、カ｛（：呆'iiifl さ ~1. ました。

8月4目、箕面の山で保護されたカニクイザルが

持込まれました。

9 月 16 日、 ~r ンショウウオカゼ｛呆~1/l さ h ました。

9月27日、奈良市の愛鳥本ーからオナガキジ、コサ

ンケイ、ミヤマハアカン、ギンケイの寄贈があ

り、展示 しました。

10月4日、貝塚市で可愛いい野鳥のノゴマが保護

され持込まれました。

10月16目、ベニコンゴウインコが2羽寄贈 されま

したがうち 1羽が3週間後に死亡しました。

10月17日、保護されたアラ イグマ（写真⑥）が持

込まれましたが飼育放棄した飼主が動物愛護法

に基き検挙されました。

11月5目、キモ ンオオトカゲが保護されました。
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11月8日、 17日、 18日の3日にわたりオオミズナ

ギドリの幼鳥 3羽が波りの途中、 体力不足から

保護され、持込まれました。

4.今年なくなった動物達

1月3日、キジの一種、チャイロカケイが肝臓破

裂で死亡しました。

1月27日、日本では当園だけにいたワートホッグ

が残念ながら心臓疾忌で死亡しました。飼育期

間は11年でした。

3月2日、母親キリンのキリ が2月26日に6産
目を死産し、後産停滞が原因で子宮内膜炎をお

こし残念ながら死亡しました。飼育問聞は15年

10ヵ月でした。

3月13日、国内でも数少ないオオアリクイが老衰

のため死亡しました。飼育期間は10年 9ヵ月で

した。

4月12日、ベニジュケイのメスがIJ市出血と盲腸虫

症のため死亡しました。

4月18日、日本では当園にただ 1羽飼われていた

ハシブトインコが死亡しました。

5月23日、ベイ サオリックスのオスが敗血症のた

め死亡しました。飼育期間は5年11ヵ月でした。

6月21日、ブラックパ y クのオスが全身のHf燐症
のため死亡 しました。飼育期II習は5年でした。

7 fl 10日、親善動物としてダyカ動物園から送ら
れたジャングルキャ y 卜のオスが死亡 しました。

8月2日、過舌E症のニホンジカの仔が治療後、 II易

閉塞のため死亡しました。

9月2日、 IJ要麻療で長期療養中であったミ ーアカ
ットのメえが脂肪IJ干のため死亡しました。

9月17日、8年ぷ りにふ化したホオ ジロカンム リ

ヅルのヒナが10日目にしてコクシジウム症のた

め残念ながら死亡しました。

11月3日、マ レーパクが死亡しました。飼育期間
は5ii主でした。

llFJ 4日、今年生れのタンチョウのヒナがアスペ
ルギルス症のため死亡しました。

11月14LI、ベンガルワ シミ ミズクのオスがIJ干壊死

のため死亡しました。

5.今年の主なできごと
1月21日に新し＂ 一時収容舎が完成し、 25日から

移転が始まりました。一時収容舎には、余剰動

物や検疫重11物、保護動物などを収容します。

1問中旬、動物病院に各検査室、レ ントゲン室、

討議室、標本資料室などを設置するため増築工

事が始まり、 151m＇の 建物は6月中旬に完工し

ました。 （写真①）

2月17El、キリンのタカオとキリーとの聞に生れ
たタイちゃん（1.5才）が出図しました。

4月27日から 5月5日、春の動物園まつりが開催

され、展示館では「世界の動物園ポスター展」

が、図内では動物無料相談所の開設、ボランテ

イアによる動物ガイドなどが行われました。

5月5目、「ゾウのハル子、ユリ子、来悶30年記念

感謝の集い」が開催され、体重測定、感謝状贈

呈などが行なわれ、 30年間、市民のみなさんの

アイドルになり、楽しませて〈れた労をねEら

いました。 （写真⑩）

5月10日、愛鳥週間に因み、展示館で 「烏の世界

展」が催されました。

6月3目、 夏への衣替えに因み、健康管理も兼ね、

緬羊の毛刈が行なわれました。

（写真。）

6月20IJから 7J-j 15目、展示館で「里子生動物の保

議展」がflflかれ、ワシントン条約と滅びゆく聖子

生動物の保護を訴えました。

7月22日から31日、第6回天王寺動物園サマース

クールが小学生高t学年210名を対象に聞かれ各

組 3日間のカリ キュラムを受講し修了証を手に

しました。 （写真⑫）

8月20日から 9月10日、展示館で第6回のサマー
スクールを受講した生徒遠の「サマースク ール

研究発表作品展」が聞かれ、多数の父兄、入国

客が成果を観賞しました。

9月16日、南関シカ放飼場のニホンシカの角切り

が行なわれました。これは恋の闘争でお互いが

｛袋つくのを防ぐためです。

9月18日、動物病院増築で取り様され、新らたに
工事中であったキジ舎が66m'と大きくなって完

/j)tし、ワシミミズ、ク、フクロウ、オジロコシア

カキジ、チャムネシャツケイが展示されていま

す。 （写真⑬）

9月20日、 H百和7年に建てられ48年たったポイラ

ーの煙突を地震災害にそなえ建替え中でしたが、

装いも新らたに白銀色のスチール煙突となって

完成しました。

9月201::1～261::1、動物愛護週間の期間中、無料動

物相談所が開設されたほか、 23日には動物慰霊

祭と動物総合感謝祭が行なわれました。

10月1目、低温期に向い各動物舎を保撮するため

今年生れのニホンザルの優美ち ゃんが動物代表

としてボイラーの火入れ式に点火をしました。

（写真⑪）

10月12日～11月3口、秋の動物園まつりがl別俄さ
れ、展示館では「児童主動物il!li、動物愛護標語展」
が開かれ、このほか無料動物相談所の開設、ボ

ランティアによる動ヰ勿ガイドなどが行なわれま

した。

10月31日、象が堀に落ちても安全に救助するため

放飼場に救助スロープを工事中でしたが、この

ほど完成しました。 （写真⑬）

11月25日、サルアパー トの一角とクマ舎に照明灯

とf呆温赤外線電球などをとりつけま した。

めまぐるしい、あわただしい 1年で したが、動物

たちにはさほどの変化はなかったようで、また来年

1年間もたのしいニュースを送ってくれることでし

よ 7o

（飼育諜 ：中川 智男）
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動物園ニュース
§ ラマ誕生

1 11月18日、午前10時 8分、ラマにオスの赤ん坊が

誕生しました。

9時すぎに破水が始まり、観察をしていたと ころ

すぐ両前肢と顕が出、 1H寺間程で無事産み落されま

した。

母親は昭和52年

の11月に生まれた

3才のマリ ーで、

マリーにとって今

回の，＇l:'，産は 21妥同

となり ます。

とても元気な赤

ん坊で産後すぐ立

とうとしはじめ25

分でとうとう立っ

て歩きはじめまし

た。 日甫手Lも起立後

すぐに確認されて

います。

｛本色は父親のゴロー似で、頭と右後肢腰などに焦

茶の大きな班点があります。

§ コウノトリ舎建設始まる

一昨年上海動物園からいただいたコウノトリ夫婦

はこれまで北図ツル舎の一角で飼われていましたが

口 4ヲザ叫似 ♂同t庁、合毎回ゑ，・ 1'~ I マ－， 、広 守 庁、「 内 I J.. 11丸

ものばかりです。

このri、アカヤマドリ、 1番、カンムリウズラ、

2訴の寄贈もあり、日本ーを白負する当図のキジ類

のコレクションが一段と充実しました。

§ 府立盲学校来園

11月20目、府立育学校の生徒達6名が引本の先生

や父兄の}j々 と来国されました。日頃あまり動物閣

を楽しめない生徒逮の為に北園調理場前に、にわか

コンタクトコーナーが急造され、 動物たちの出演と

なりました。出演してくれた動物はトカラヤギ、ヒ

ツジ、モルモ γ ト、ウサギなど計12頭で来図した生

徒逮の丁度｛膏となりました。

一句、？．
1t~ ・1 ~·rir 

⑨ 動物病院

くらしを彩るショ、ソピング

⑬ 新キジ舎 ⑮ ソウスロープ

10ー

店

一
議
円

凶

Z司
h
m
m
u

近
話
⑮
 
－近鉄百貨店引トプ

大阪（アベノ・上本町）・東大阪・奈良・京都・岐阜

枚方・四日市・和歌山・徳山・別府・東京（吉祥寺）



① ハナジロゲノン

(7'カオザル）

④ マーラ ⑤アシカのf子 ⑤パカのf子

遊園施設委託経営・製作・販売

久竹 娯楽 株式会社
本社工場大阪市西区北堀江1丁目23番21号

電話大阪（06)541-3112・3938番

動物園ニュース
§ ラマ誕生

1 11月18円、午前10日キ8分、ラマにオスの赤ん坊が

誕生しました。

9時すぎに破水が始まり、観察をしていたところ

すぐ両前肢と頭が出、 1時間程で無事産み落されま

した。

母親は昭和52年

の11月に生まれた

3才のマリ ーで、

マリーにとって今

回の出産は 2産日

となります。

とても元気な赤

ん坊で産後すぐ立

とうとしはじめ25

分でとうとう立っ

て歩きはじめまし

た。日前手Lも起立後

すぐに6在~~さ れて

います。

f本色［j:父親のゴロー似で、頭と右後肢綾などに焦

茶の大きな~E点があります。

§ コウノトリ舎建設始まる

一昨年上海動物倒からいただいたコウノト リ夫婦

はこれまで北｜刻ツル合の一角で飼われていましたが

日本で絶滅の危機にひん しているこのコウノト リを

繁殖させるため、このほど専用のコウノトリ舎を建

言宣することになりました。 j-~fi.斤［；！： ;ft；図フ 7 ミリ 一広

場のー函で、広さは330m'、高さ13mの大きなケイジ

となる予定です。来春の3月末ごろには広々とした

ケイジの中で飛び廻るコウノ 卜リ夫婦をお見せでき

ると思います。

§ キジの寄贈

9円に沢山のキジを寄贈して下さった奈良在住の

上村画伯が10月28目、またキジ類を寄贈して下さい

ました。今回は 6fill 8羽で、チャムネシャクケイ、

オス1羽、ミカドキジ、オス 1羽、フサホロホロチ

ョウ、 1番、 シロカケイ、オス 1羽、シロキジ、1

番、シマオオナガパ ト、 l羽です。いずれもベアリ

ングや血液更新の為、以前から入手先を探していた

ものばかりです。

この目、アカヤマドリ、 1番、カンムリウズラ、

2（舎の寄贈もあり、 II本ーを自負する当園のキジ頬

のコレクションが一段と充実しました。

§ 府立盲学校来園

11門20目、府立古学校の生徒逮6名が引卒の先生

や父兄のプJhと釆図されました。臼頃あまり動物図

を楽しめない生徒速の為に北園調理局前に、にわか

コンタクトコーナーが急造され、動物たちの出演と

なりました。出演してくれた動物はトカラヤギ、ヒ

ツジ、モルモ γ 卜、ウサギなど計12頭で釆関した生

徒途の丁度倍となりました。

生徒i釜l主動物に接するのはほとんど初めての械子

で、大胞に触れる子や怖がって全然近寄らない子や

反応は様々でした。しかし、最後には全員、動物逮

に触れたようで、みな動物遠のやさしい感触に満足

したようです。
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鳥獣輸入

全国動物園水族館御用達

第16巻第12号（通巻184号）
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7江川大阪 （06)771ー 02 0 1 
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－医学実験用動物

－愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物
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